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10月11日（水）
北海道バイオガス研究会シンポジウム2017
「北海道におけるバイオガスプラントの普及と課題について」
　●場　所　国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所 講堂
　●時　間　13:15～17:00（意見交換会17:30～19:30）
　●定　員　70名（定員になり次第締め切り）
　●参加費　シンポジウム無料
　主催／北海道バイオガス研究会
　共催／国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所
　　申し込み・問い合わせ先／
　　 国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所寒地農業
基盤研究グループ資源保全チーム（担当:中山）

　　TEL:011-841-1754　 FAX:011-842-9173
　　E-mail:2017simpo@hbiogas.com

10月13日（金）
シンポジウム「気象災害に強い道路と物流を考える」
　※詳細は28ページをご覧ください。

10月17日（火）～22日（日）
とかち元気フェアinチ・カ・ホ
　※詳細は26・27ページをご覧ください。

10月17日（火）
豪雨・洪水災害に対する社会資本の防災を考えるフォーラム
～平成28年 8月十勝地域の豪雨を踏まえて～
　※詳細は29ページをご覧ください。

10月21日（土）
「公共建築の日」フェスティバルinモエレ2017
　※詳細は30ページをご覧ください。

10月21日（土）
北海道の地域経済を考える
「経営分析セミナー＆ワークショップ2017」
　※詳細は31ページをご覧ください。

国営滝野すずらん丘陵公園
　10月10日（火）～31日（火）
　顔に見える葉っぱを探せ！
　　 森の中に落ちている葉っぱで顔みたいに見えるものを見つけ
て写真に撮ってきていただいた方に景品をプレゼントします。

　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　森の交流館、森の情報館
　　　●時　間　9:00～17:00
※ 詳細は当公園ホームページ（http://www.takinopark.com/）
をご覧いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）まで
お問い合わせください。

10月19日（木）
北海道水素地域づくりプラットフォーム平成29年度第 1回会合
｢道北の水素地域づくりへの期待｣
　道北地域は風況が良好で風力発電に適した地域ですが、そ
のポテンシャルを有効に活用するためには、送電網の脆弱性が
課題となっています。
　今回は、道北地域において再生可能エネルギーから得た電
力で水素を製造・利用するシステムの開発を目指す事業や再生
可能エネルギー由来電力の活用を最大化するための送電網整
備実証事業などが動き出すことを受け、岐阜県において再生可
能エネルギー由来水素を活用した地域活性化に取り組まれてい
る事業者及び道北地区における風力発電のための送電網整備
実証事業を行っている事業者に御講演いただくほか、プラット
フォーム会員間で意見交換等を行います。
　●場　所　稚内サンホテル 2 階「銀嶺」（稚内市中央 3丁目7-16）
　●時　間　14:30～17:00（開場14:00）
　●講　師
　　・㈱清流パワーエナジー　 取締役　向後　高明　氏
　　・北海道北部風力送電㈱　代表取締役社長　伊藤　健　氏
※詳細は当プラットフォームウェブサイトをご覧ください。
　http://www.hkd.mlit.go.jp/ky/ki/renkei/ud49g7000000j71v.html
※傍聴を希望される方は、以下の問い合わせ先までご連絡ください。
　問い合わせ／北海道開発局 開発連携推進課
　　　　　　  TEL　011-709-2311（内線5417）

32 ’17.10

　昨年出版物にまとめたソーシャル・キャピタル研
究のフォローとして、執筆の先生方と鹿追町を訪問。
研究会が鹿追モデルとして位置付けた特長のうち、
彼らの町への愛着がどこからくるのか、なぜ高校生
がやがては地元に恩返ししたいなどと発想するの
か…。2日にわたるヒアリングでわかってきたのは、
まず副読本で多角的に鹿追を学んでいること。愛着
は知ることから、という基本。高1の全員参加のカ
ナダ留学で自分の町を紹介などするうちに、自らの
座標も見つけていく。一貫教育の小中高生が一緒に
進めるプロジェクトでは高校生がリーダーになっ
て小中学生らを年長者として面倒をみ、縦のつなが
りもしっかりと育まれる。子育て中のママさんらは
少子化の世の流れを忘れさせるほど生き生きとし
ていて、梶井座長は鹿追モデルをもっと発信したい
と最後にお礼を述べました。（草苅）

研究所だより




